
信州の食を育む県民会議資料 

長野県学校保健会栄養教諭・学校栄養職員部会 

学校における児童生徒の食の課題への取組 

食に関する指導の全体計画や食育推進計画のもと（Plan）、私たち学校現場ではさまざまな食育活動が 

行われています（Do）。児童生徒の食の実態を知るために、食に関する実態調査（Check）を行い、３つ 

の重点項目に基づき、「食に関する指導」を推進（Action）しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ ３つの重点項目に取り組んだ食に関する指導の実施 

（１） 食の全体計画にそった教科との連携（保健体育・家庭科・生活科・特別活動・総合的な学習の時間等）  

学級担任（教科担任）と栄養教諭がチームティーチングで効果的な食育指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

＜３つの重点＞ 

①「早寝・早起き・朝食」の重要性 

②自ら食事を用意する力をつける 

③成長期に必要な「食事摂取基準」を見える化する 

 

～自己管理能力の育成～ 意識変容を行動変容につなげる 

＊家庭科で「みそ汁」について学んだ 5 年生

は、冬休みの宿題として家でみそ汁をつくり

ました。何度も調理する子も見られ、自ら食

事を用意する力の育成や家庭への食育につ

ながっています。 

＊中学生が総合的な学習の時

間や全校作業の時間を活用し

て栽培した野菜を給食に提供

しています。 

本格的な農作業の体験は、自

分たちが育てた野菜に愛着が

わき、残さず食べるという行

動変容につながっています。 

＜家族からの一言＞ 

作る回数が増えたので手際よくできるようになりました。

自分で具材を選び切っていました。おいしかったです。 

＜目標・こんなみそ汁を作りたい＞ 

おいしくて、家で一人でいてもつくれる

みそ汁をつくりたい 

伊那市立長谷中学校 

＜家族からの一言＞ 

にぼしのダシの取り方を娘から教わり

ました。たまにはにぼしからダシをと

るのもいいですね。シンプルな具なの

に、ずっと私のよりおいしかったです。

また作ってくれるとうれしいです。 

高森町立高森南小学校 

茅野市立永明中学校 

＊中学２年保健体育科「中学校生活を元気に過

ごすための食生活について」指導前に朝食を必

ず食べるように気をつけていると答えた生徒

43％、指導後に朝食を必ず食べようと思うと

答えた生徒 81%。意識変容から行動変容につ

なげる指導を工夫していきます。 

 

小学校  「知識の定着」…  発達段階を考慮し、「なぜ？」を積み重ねる 

中学校  「知識の活用」…  理解したことをどのように生かすか 

 



（２）教科と連携した給食の時間における食に関する指導（教育指導時報R3.9 月号より抜粋） 

松本市立波田小学校（波田学校給食センター）の取組から 

5 年生では、家庭科でじゃがいもをゆでる実習を通して、水からゆでる野菜のゆで方を学びました。 

そこで、栄養教諭が給食献立の「シャキシャキポテトサラダ」を教材にして食に関する指導を実施し 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）オリジナル「食育推進キャラクター」制作と活用 

日々の指導の中で、栄養戦隊げんきレンジャーは 

“赤”“緑”“黄”の３色を揃えて食べることが大切で 

あることを示すのに役立っています。ペープサート 

やぬいぐるみを作成して活用することができます。 

 

 

 

 

＜5 学年会資料＞ 

栄養教諭の給食時間の食に関する指導について 

１ 目的 児童が学習している教科の内容と目の前の給食を結び、学習内容が深まるよ

うにする。 

２ 方法 7/13(火)の給食時に教室訪問し、以下についてお話しします。 

３ 内容 

・関連教科 家庭科 

・献立   シャキシャキポテトサラダ 

導入 家庭科でじゃがいもをゆでたことを思い出させる。 

 切り方  水からゆでたかお湯からゆでたか ゆで時間 

展開 じゃがいもは、切り方やゆで方によっていろいろな料理になることを伝える。 

 千切りにした お湯でさっとゆでた 

終末 この話を聞いた感想等、日記に書いてほしいと伝える。 

 
□私は今までじゃがいもがシャキシャキなことをあんまり気にしていなかったけど、今

日は切り方やゆでた方、ゆでたあとにすることが違うだけでシャキシャキなじゃがい

もになることにおどろきました。 

□シャキシャキの方は、千切りにして少しだけゆでるとこのようなシャキシャキになる

そうです。母に言ってみて一緒に作りたいです。 

□ゆでるのは同じなのに、やり方や順番を変えただけで、こんなに変わるのがすごいと

思いました。家庭科が楽しみです。 

これからの活動： 

「食に関する全体計画」の充実を図り、確実な取り組みにつなげる。特に、給食時間における

指導の充実を中心に、継続的な指導を行う。また、食に関する様々な実態のデータを生かし、9年

間の発達段階に計画的にアプローチしていく。その他、地域とのネットワークを進め、児童生徒

の「育ち」に必要な「食」と「心の変容」をおこす活動を共有していきたい。 

各校に配布している「当日の献立についてのおたより」を使って行う給食時の 3分間の「食に関

する指導」は、1 年間では 10 時間分の食育になります。「給食」という共通の「教材」を活用す

ることで、発達段階に応じた食育を学校全体で行うことができます。 


